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第 8 6 9 号

青少年問題の悩みなどお気軽に

価ぼ

-0800

(日曜･祝日除く毎日午前9時~午後6時)

歴史資料館企画展

まぼろしの古代寺院

出
土
品
約
5
0
点
を
展
示

☆
１
月
2
1
日
間
～
４
月
1
5
日
間
　
☆
入
場
無
料

　
一
月
二
十
一
日
か
ら
歴
史
資
料
館
で
、
企
画
展
「
ま
ぼ
ろ

し
の
古
代
寺
院
」
を
開
催
し
ま
す
。
か
つ
て
宇
治
と
そ
の
周

辺
地
域
に
栄
え
た
古
代
寺
院
の
う
ち
、
岡
本
廃
寺
・
大
鳳
寺

跡
な
ど
七
ヵ
所
の
遺
跡
か
ら
の
出
土
品
約
五
十
点
を
展
示
。

こ
れ
ら
の
遺
物
は
、
飛
鳥
・
白
鳳
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か

け
て
の
南
山
城
地
方
の
歴
史
を
解
き
明
か
す
の
に
成
果
を
上

げ
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
日
本
に
本
格
的
な
寺
院
が
建
て

ら
れ
た
の
は
、
約
千
四
百
年
前
の

飛
鳥
時
代
で
す
。
こ
れ
に
続
く
白

ほ
・
奈
良
時
代
に
か
け
て
、
塔
・

金
堂
な
ど
の
壮
大
な
匙
若
つ

古
代
寺
院
が
全
国
で
造
ら
れ
ま
し▲現在の岡本廃寺は埋め戻さ

　れて日皆田児童公園に

▲発掘当時の岡本廃寺（昭和60年12月）

　右後方は五ヶ庄の南部小学校

岡本廃寺の復元想像図

た
。

　
私
た
ち
の
宇
治
市
を
は
じ
め
と

し
て
南
山
城
地
方
で
ね
千
余
り
の

古
代
寺
院
が
造
ら
れ
ま
し
た
。
宇

治
市
の
大
鳳
寺
跡
・
広
野
廃
寺
・

岡
本
廃
寺
、
宏
－
市
周
辺
で
は
、

平
川
廃
寺
・
久
世
廃
寺
・
正
道
廃

寺
・
高
麗
寺
跡
な
ど
は
そ
の
代
表

的
寺
院
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
古
代
寺
院

も
長
い
歴
史
の
中
で
廃
寺
と
な
り
、

そ
の
存
在
も
人
々
の
記
憶
の
中
か

ら
忘
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　　　　　Ifらん法隆寺式伽藍配置の

壮大な寺であった

歴史資料館

午前9時～午後5時
ﾐ . ﾆ 犬
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近
年
、
鋭
意
続
け
ら
れ
て
い
る

発
掘
調
査
に
よ
り
、
こ
れ
ら
ま

ぼ
ろ
し
の
寺
院
も
徐
々
に
そ
の
姿

を
現
し
、
壮
大
な
堂
跡
や
、
屋

根
舎
９
た
華
麗
な
文
様
瓦
、
そ

し
て
僧
た
ち
が
使
っ
た
土
器
な
ど

が
見
つ
か
っ
て
い
未
了
。

　
今
回
の
企
回
展
。
で
は
、
早
治
の

古
代
寺
院
や
周
辺
地
域
の
主
な
寺

院
の
最
新
の
出
土
品
を
展
示
。
か

つ
て
花
開
い
た
古
代
仏
教
文
化
の

一
端
に
ふ
れ
て
い
た
だ
こ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

ト
岡
本
廃
寺
出
土
の
軒
瓦

ルポ　初詣
　　　　　　　　　　　　はす▼大鳳寺跡出土の蓮の鬼瓦

◇
広
野
廃
寺
（
宇
治
市
）

　
軒
丸
瓦

◇
平
川
廃
寺
（
城
陽
市
）

　
軒
丸
瓦
・
軒
平
瓦
・
匙
片

◇
久
世
廃
寺
｀
（
城
陽
市
）

．
軒
丸
瓦
・
軒
平
瓦
・
土
器
・
誕

　
生
釈
迦
立
像

◇
正
道
廃
寺
（
城
陽
市
）

　
軒
丸
瓦
・
鬼
瓦

◇
高
麗
寺
跡
（
山
城
町
）

　
軒
丸
瓦
・
軒
平
瓦
・
線
刻
仏
国

　
芦
・
限
謳
綴
・
慰

　
監

Ｏ
参
考
出
展

　
坐
１
　
談
出
土
品

▲大鳳寺跡出土の軒丸瓦

投
票
区
を
増
設

　
　
　
次
回
選
挙
か
ら
実
施

　
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
投

票
す
る
人
の
利
便
と
、
投
票

事
務
の
管
理
の
適
正
化
を
図
る

た
め
、
次
の
と
お
り
投
酉
図
を

増
設
し
ま
し
た
。
次
回
の
選

挙
か
ら
実
施
し
ま
す
の
で
、
間

違
い
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　
　
▼
第
4
6
投
票
区
（
菟
道
第
一

　
二
小
学
校
体
育
館
）
…
折
居

　
台
、
琵
琶
台
の
全
域
及
び
宇

　
洽
大
谷
と
宇
治
野
神
の
一
部

　
地
域
（
従
来
第
４
響
図
〈
宇

　
治
市
職
員
心
一
館
〉
で
投
票

　
さ
れ
て
い
た
区
域
）
及
び
宇

　
治
下
居
の
一
部
地
域
（
市
道

　
宇
治
白
川
線
と
市
道
下
居
大

　
久
保
線
で
囲
ま
れ
る
太
陽
が

　
丘
側
の
部
分
）

　
　
▼
第
4
7
投
票
区
（
南
陵
南

　
集
会
所
）
・
・
南
陵
町
、
宇
治
蛇

　
塚
、
小
倉
町
奥
畑
の
全
域

寮
選
挙
の
際
に
、
送
付
す
る
投

票
所
入
場
券
で
投
票
所
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
選
挙
管
理
委
員
会
）

第46投票所第47投票所

教
育
委
員
長
に
古
池
さ
ん
を
再
任

　
宇
治
市
教
育
委
員
会
は
、
昨

年
十
二
月
の
定
例
会
で
教
育
委

員
長
に
古
池
二
巳
雄
さ
ん
（
七

十
二
歳
）
を
再
任
（
八
期
目
）
し

ま
し
た
。
ま
た
、
同
職
務
代
理

者
に
は
、
久
保
一
雄
さ
ん
（
五

十
三
歳
）
か
選
任
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
い
ず
れ
も
、
平
成
元

年
十
二
月
二
土
（
日
か
ら
二
年

十
二
月
二
十
五
日
ま
で
の
一
年

間
で
す
。

　
　
　
（
教
育
委
員
会
総
務
課
）

1069

主
な
展
示
品

　
ま
た
、
収
蔵
展
示
室
で
は
、
「
発

掘
成
果
速
報
展
」
を
併
設
。
庵
寺

山
古
墳
か
ら
出
土
し
た
家
形
四
輪

を
ほ
じ
め
発
掘
出
土
品
を
陳
列
し

ま
す
。
ほ
と
ん
ど
が
、
今
回
初
め

て
展
示
さ
れ
る
も
の
で
す
。
併
せ

て
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。

　
「
」
」
側
面
即
□

◇
大
鳳
寺
跡
（
宇
治
市
）

　
軒
丸
瓦
・
文
字
瓦
・
鬼
瓦
・
土

　
　
　
１

　
器
・
硯

◇
岡
本
廃
寺
（
宇
治
市
）

　
軒
甕
・
署
・
心
閲
鸞

　
瓦
・
鬼
瓦
・
土
器
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少
子
化
の
定
着

　
　
長
寿
化
の
進
行

　
下
図
は
家
庭
の
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
に
つ
い
て
、
「
人
生
五
十
年

時
代
」
と
い
わ
れ
た
大
正
期
と
、

「
人
生
八
十
年
時
代
」
で
あ
る
現

代
と
衆
比
較
し
た
も
の
で
す
。

　
　
　
－
－
－
－
１
１
自
Ｉ
Ｉ
Ｉ
自
―
1
1
1
1
1
－

　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
一
大
正
期
一

　
　
　
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
a
l
－
－
－
―
一
一

　
子
μ
七
の
数
が
多
く
、
短
い

幼児家庭教育学級

～過保護と過干渉を考える～

こ
ん
な
に
変
わ
り
ま
し
た
　
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

…

終
え
た
人
た
ち
も
、
少
な
ぐ
あ

り
ま
せ
ん
で
Ｌ
死
。

　
　
　
1
1
1
1
1
1
自
自
自
－
自
－
―
－
－
―
―
自

　
　
　
　

１
　
現
　
代
一

　
　
　
一
1
1
1
1
1
自
Ｓ
Ｓ
－
－
－
－
Ｉ
－
Ｉ
－
Ｉ
Ｉ
｀

　
そ
Ｉ
も
の
数
が
少
な
ぐ
な
り
、

そ
れ
だ
け
、
子
育
て
に
か
か
わ

る
年
月
も
短
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　
ひ
に
‥
ろ
’
　
Ｈ
ａ
ｗ
が
成
人
し

て
か
ら
長
い
人
生
を
い
き
い
き

　
五
、
六
歳
ぐ
ら
い
の
そ
公
差

持
つ
親
聚
対
象
に
、
過
保
護
・
過

干
渉
の
問
題
牽
甲
心
に
、
親
の
果

た
す
べ
き
役
割
や
早
発
石
た
ち
の

人
権
に
つ
い
て
考
汽
る
学
級
で
す
。

講
義
を
聴
ぐ
だ
け
で
な
ぐ
、
自
ら

も
話
で
と
い
う
形
で
、
み
ん
な
で

考
え
合
い
ま
ず
。

　
難
し
ぐ
考
え
ず
、
思
い
切
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
下
表
の
と
お

り
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央
公
民
館
（
宇

治
公
民
館
が
工
事
中
の
た
め
）
▼

定
員
・
・
・
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費

…
陶
器
作
り
の
材
料
費
な
ど
の
実

費
▼
保
育
…
２
歳
以
上
の
幼
児
を

2
0
人
ま
で
。
希
望
者
は
申
込
時
に

幼児家庭教育学級の日程･内容

回 月日 テーマ 講師

ｌ 1/18
俐

オリエンテーション
今．悩んでいること

　公民館職貝

宇治福祉園
杉本睦子さん２ 1/25

(ね
゛上手なしつけ。って？

３ 2/2
倒

意欲のある子に
一評価の方法を考える－

宇治幼稚園
笠嶋教瑞さん

４ 2/9
吻

押しつけ､迎合の食生活？ 管理栄養士
司馬正子さん

５ 2/16
吻

親子でカップ作り
一陶器作りに挑戦一

中央公民館サークル

秋　陶　会

６ 2/23
9

家庭での子どもの役割 宇冶市体育協会
和田安治さん

７ 3/2
(余9

子どもの権利と人格 京都弁護士会

８ 3/9
出

外国の子育てに学ぶ 未定

９ 3/15
附

親子と先生の付き合い方 教育委貝会
指導主事

10
3/22
困

子育てを通した親の生き方
　－まとめ－

宇治児童相談所
細井昭さん

併
せ
て
（
お
や
つ
代
五
百
円
が
必

要
）
▼
申
し
込
み
・
・
・
１
月
1
6
日
㈹

ま
で
に
、
宇
治
公
民
館
（
中
央
公
民

　
こ
ん
ど
こ
そ
そ
れ
っ
！
。

　
　
け
ん
玉
教
室

　
▼
と
き
・
：
１
月
2
8
日
面
、
初
心

者
コ
ー
ス
（
3
0
人
Ｔ
午
前
1
0
時
～

1
1
時
、
初
級
者
コ
ー
ス
（
2
0
人
）
＝

午
前
1
1
時
～
正
午
▼
対
象
・
・
・
市
内

の
小
・
中
・
高
校
生
▼
参
加
費
…

無
料
▼
指
導
・
・
・
日
本
け
ん
玉
協
会

城
陽
支
部
・
玉
田
豊
’
｛
λ
▼
準
備

館
内
の
仮
事
務
室
・
容
⑩
2
8
0

4
）
へ
電
話
か
直
接
来
館
で
。

　
　
　
　
　
　
（
宇
治
公
民
館
）

品
・
・
・
け
ん
玉
（
持
っ
て
い
番
人
だ

け
）
、
希
望
者
に
は
検
定
用
け
ん
玉

を
実
費
（
七
百
五
十
円
）
で
▼
申
し

込
み
・
・
大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
豊
＠
7
4
4
7
）
へ
電
話
か
直
接

来
館
で
。

　
　
（
大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

　
い
き
い
き
健
康
講
座

　
人
生
八
十
年
時
代
と
言
わ
れ
る

今
日
、
い
か
に
璧
零
保
つ
か
と

い
う
こ
と
は
杢
屁
関
心
事
。
そ

こ
で
、
ど
♀
れ
ば
饌
零
羅
持
・

増
進
で
き
る
か
を
考
え
る
総
合
健

康
講
座
を
開
章
示
ｙ
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
左
表
の
と
お

り
▼
と
こ
ろ
・
・
・
木
幡
公
民
館
と
小

倉
公
民
館
▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
の

人
▼
定
員
・
：
各
4
0
人
（
先
着
順
）
▼

申
し
込
み
・
問
い
<
ｉ
ａ
ｃ
＼
-
：
木
幡

公
民
館
（
豊
⑩
8
2
9
0
）
・
小
倉

公
民
館
（
豊
⑩
4
6
8
7
）
の
ラ
ち

受
講
希
望
の
公
民
館
へ
、
電
話
か

〈いきいき健康講座〉

〈木幡公民館〉

第11回

園児たちの絵画や造形を展示

直
接
来
館
で
▼
保
育
・
・
・
一
歳
以
上

の
幼
児
（
木
幡
公
民
館
だ
け
）
。

　
（
木
幡
公
民
館
・
小
倉
公
民
館
。

　
　
　
　
　
　
高
齢
者
福
祉
課
）

　
女
性
の
老
後
（
明
日
）

　
を
語
る
集
い

　
高
齢
化
社
会
の
中
で
、
女
性
の

社
会
参
加
、
近
所
付
立
昴
、
家
族
、

仕
事
、
健
康
、
幸
せ
な
べ
牛
活
と

社
必
一
意
識
に
つ
い
て
考
入
、
豊
か

で
生
き
が
い
の
あ
ゑ
滉
（
明
日
）

づ
く
匯
を
進
め
る
た
め
の
集
い
を

開
き
柔
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
Ｚ
月
１
日
團
、
午
後

１
時
開
場
・
Ｆ
時
一
抑
分
開
会
▼
と

こ
ろ
・
：
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

▼
内
容
・
：
○
お
年
寄
り
の
介
護
体

験
か
通
し
て
の
意
見
発
表
Ｏ
講
演

＝
「
年
金
が
語
る
女
の
一
讐
、
講

師
は
東
海
大
学
教
授
・
島
田
と
み

子
”
ん
。

　
な
お
、
入
場
に
は
整
理
券
（
無

回 月日 時間 内　容 講師 備考

１ 1/18
附

午前
10時～正午

みっめよう心の健康
宇治黄紫病院

　三木秀etさん 開講式

２
1/25
附

午後世為
成人病とその予防

(動脈硬化を中心に)
宇治久世医師会
　川上一郎さん

血圧測定
検　尿

３ 2/1(ね
馮

~正午

生活の中に運動を

　(実技を含む)
京都教育大学教授
　宮田和信さん

体力チェック

４ 2/8
困 匙

健康は丈夫な歯から
(歯槽mmの予防)

宇治久世歯科医師会
　中村長隆さん

身長･体重測定

みそit塩分測定

５ 2/15
(ね 巴 若さを保つ食事

高齢者福祉課栄養士

鮭活雌椎遣員't勣全」
減塩食の試食

　閉講式

１月25 日俐～27 日(土)午前９時~午後４時

　　中央公民館展示室･ロビー

　　　　　　入場無料

料
）
が
必
要
。
申
し
込
み
は
総
合

福
祉
会
館
(
a
c
5
6
5
0
）
へ
。

　
　
　
　
　
（
襲
殺
祉
協
議
会
）

　
第
５
回
古
記
録

　
古
文
書
講
習
会

　
古
記
録
や
古
文
書
に
親
し
ん
で

い
た
だ
ぐ
た
の
、
講
習
会
を
開
き

ま
す
。

　
今
回
、
テ
キ
ス
ト
に
す
る
の
は
、

平
安
時
代
の
貴
族
の
日
記
や
、
平

等
院
に
か
か
わ
る
江
戸
時
代
の
文

書
な
ど
。

　
お
気
軽
に
ご
参
加
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
・
・
２
月
６
日
～
2
7
m
の

毎
週
火
曜
、
午
後
１
時
～
ｔ
時
▼

と
こ
ろ
・
・
・
中
央
公
民
館
会
議
室
▼

定
員
・
：
5
0
人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費

・
三
百
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）
▼
申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
：
歴
史
資
料

館
（
豊
⑩
1
3
1
1
）
へ
電
話
で
。

　
　
　
　
　
　
　
（
歴
史
資
料
館
）

〈小倉公民館〉

回月日 時間 内　容 講師 備考

１ 1/23
(匍

い

す
れ

も
午

後
１
時

半
Ｓ

４
時

みつめよう心の健康京都府立医科大学
　有賀やよいさん 開講式

２ 1/30
(幻

成人病とその予防

(動lS硬化を中心に)
宇乱久世医師会
　石川　允さん 血圧測定

検　尿

３ 2/6
(火)

健康は丈夫な歯から

(闘槽膿漏の子防)
宇為久世凶科医師会
　浦壁正夫さん

身長･体重測定

みそ汁塩分測定

４ 2/14
(村

生活の中に運動を

　(実技を含む)

大阪体育大学枚授

　細川　磐さん
体力チェック

５ 2/20
(勾

若さを保つ食事
高齢者福祉a栄養士

鮭活改rn遣vmの会j

減捧食の試食

　閉講式

｜・｜｜｜
・ ・ ・ ・ ｉ

｜

図
書
館
が
充
実
し
ま
す

『
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
Ｊ

一
　
　
昨
年
開
館
五
周
年
を
迎
え
た
中
央
図
書
館
は
、
こ
の
一
　
一

一
　
月
か
ら
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
。
年
々
充
実
し
て
い
る
図
　
一

一
　
書
館
を
、
書
斎
と
し
て
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
　
　
一

”
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

｛
中
央
図
書

館

　
貸
出
冊
数
を
変
更

　
中
央
図
書
館
は
、
昨
年
で
、

開
館
か
ら
五
年
夕
謀
一
過
。
昨
年

度
は
、
二
万
七
Ｔ
ハ
に
四
土
八

万
八
千
冊
か
賃
し
出
し
ま
し
た
。

蔵
書
冊
｀
石
増
え
、
一
月
か
ら

は
、
カ
セ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
の
貸
し

出
し
と
移
動
図
書
館
で
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
個
人
貸
し

出
し
も
開
始
。
こ
れ
ら
に
伴
い
、

今
ま
で
三
冊
以
内
だ
っ
た
貸
出

冊
数
蔵
五
冊
以
内
と
ず
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
貸
出
期
間
は
こ
れ
ま

で
ど
お
り
の
三
週
間
で
す
。

　
カ
セ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
の

　
貸
し
出
し
を
開
始

　
中
央
図
書
館
で
は
、
こ
れ
ま

で
活
字
資
料
牽
甲
心
と
し
て
収

集
藍
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
最

近
の
視
聴
覚
メ
デ
ィ
ア
の
ｆ
ｌ
笈

に
伴
い
、
カ
セ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
を

約
七
百
巻
購
入
。
視
覚
障
害
者

だ
け
で
な
ぐ
、
一
般
に
お
貸
し

出
し
之
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
カ
セ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
と
は
、

小
説
な
ど
欠
朗
読
や
ド
ラ
マ
形

式
に
し
た
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
。

今
回
は
、
川
端
康
成
、
椎
名
誠

か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
書
ま
で
、
幅
広

い
ジ
ャ
ン
ル
か
そ
る
蛋
じ
た
。

　
カ
セ
″
ト
ブ
ッ
ク
の
貸
出
巻

数
は
、
本
と
併
せ
て
一
人
五
巻

以
内
。
テ
ー
プ
は
傷
み
や
す
い

の
で
、
取
ぴ
扱
い
に
は
特
に
注

意
し
、
聴
政
終
わ
っ
た
後
は
、

必
ず
巻
き
戻
し
て
返
却
し
て
ぐ

だ
さ
い
。
ま
た
、
返
却
ポ
ス
ト

に
は
入
れ
ず
、
開
館
時
間
内
に

返
却
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お
返
１
　
Ｋ
／

だ
さ
い
。
皆
４
λ
の
ご
利
用
を

お
待
ち
し
て
い
ま
ず
。

　
そ
よ
か
ぜ
号
の

　
貸
し
出
し
方
法
を
変
更

　
図
書
館
か
ら
遠
い
地
域
の
人

の
た
め
、
市
内
を
巡
回
し
て
本

を
貸
し
出
す
移
動
図
書
館
「
そ

･
^
Ｗ
ｆ
ｊ
の
貸
し
出
し
万
法

が
。
一
月
か
息
煕
ぢ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の

導
入
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
、

世
帯
単
位
で
利
用
ず
る
「
世
帯

貸
出
制
」
か
ら
、
巾
央
図
書
館
と

共
通
の
「
貸
出
？
で
の
「
個
人

貸
出
制
」
と
な
っ
た
も
の
。
貸

出
冊
数
は
「
そ
よ
か
ぜ
号
」
と
中

央
図
書
館
併
せ
て
一
人
五
冊
ま

で
、
返
却
は
次
の
巡
回
日
（
約

一
ヵ
月
後
）
ま
で
で
す
。

　
こ
れ
で
、
読
み
た
い
本
は
ど

こ
で
で
も
借
昨
ら
れ
、
返
す
こ

と
が
で
き
、
ま
た
車
内
に
な
い

時
に
は
中
央
図
書
館
と
同
様
に

予
約
で
き
る
な
ど
、
中
央
図
書

館
と
一
体
と
な
っ
た
サ
ー
ビ
ス

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
そ
よ
か
ぜ
号
」
の
利
用
申
し

込
み
は
、
車
内
で
簡
単
に
で
き

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
な
お
、
中
央
図
書
館
で

ま
た
、
巡
回
日
程
な
芦
節
し
ぐ

は
、
中
央
図
書
館
へ
お
問
い
合

わ
せ
欠

セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
▼
内
容

・
・
・
○
式
典
○
記
念
企
画
９
青

春
ト
ー
ク
「
つ
ま
ら
な
い
大

人
に
は
な
り
た
ぐ
な
い
」
森

脇
健
児
さ
ん
○
特
別
企
画
―

豪
華
暑
罰
多
数
当
た
る
ク

イ
ズ
「
天
国
と
地
獄
」
▼
対
象

…
昭
和
4
4
年
↓
月
２
日
1
4
5

年
４
月
１
日
に
生
汰
れ
た
市

内
在
住
の
人
▼
問
い
合
わ
せ

…
社
会
教
育
課
（
内
線
４
８

０
）
へ
。
な
お
、
車
で
の
来

場
は
ご
遠
慮
を
。

　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

1070

宇治市立幼稚園こ
ども展　　　　　
　　　　一一

お
知
ら
せ

OPEN
THE

WI
NDOW
オープン・ザ・ウイ
ンドウ

宇治市成人式

大
正
期

現
代



1990年（平成２年）１月11日発行　第869号

在宅寝たきり老人等介護者

ﾘﾌﾚｯｼｭ事業を開催

　
市
で
は
、
寝
た
き
り
の
お
年
寄

り
な
ど
の
介
護
者
の
日
々
の
介
護

疲
れ
の
解
消
と
元
気
回
復
欠
四
一
い

第
二
回
「
在
宅
寝
た
き
皇
叉
等

介
護
者
リ
フ
レ
″
シ
ュ
事
序
を

行
い
毒
了
。

　
こ
の
事
業
は
、
宇
治
明
星
園
特

別
養
護
孝
人
ホ
ー
ム
と
共
催
し
、

民
生
児
童
委
員
協
議
会
・
寝
た
き

り
老
人
介
護
者
（
家
族
）
の
会
の
協

力
で
行
い
‘
’
チ
。

　
介
護
者
の
皆
ｗ
-
へ
思
い
切
り

気
分
転
換
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
と
き
…
２
月
Ｈ
日
面
、
正
午
１

　
午
後
３
時
。

▽
と
こ
ろ
…
白
雲
庵
（
五
ヶ
庄
西

　
浦
3
0
・
万
福
寺
山
門
前
）
。

▽
対
象
・
・
・
市
内
在
住
で
お
有
最

　
6
5
歳
以
上
の
寝
た
き
旦
亨
八
な

　
ど
の
介
護
者
。

▽
内
容
・
：
交
流
（
普
茶
料
理
）
と
懇

　
談
、
助
言
は
宇
治
黄
聚
病
院
副

　
院
長
・
吉
川
聡
’
兄
。

▽
参
加
費
・
・
・
無
料
。

▽
申
し
込
み
・
：
所
定
の
申
込
書
で
、

　
高
齢
者
福
祉
課
（
〒
6
1
1
宇
治
琵

　
琶
3
3
）
ヘ
ー
月
3
1
日
困
ま
で
に

　
郵
送
か
直
接
来
庁
で
（
先
着
5
0

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

　
ｓ
-
ｒ
v
Ｕ
ぐ
、
転
勤
や
入
学
な

ど
に
よ
る
引
っ
越
し
の
シ
ー
ズ

ン
。
引
っ
越
し
た
後
に
、
業
者

と
利
用
者
と
の
間
で
思
わ
ぬ
ト

ラ
ブ
ル
が
起
き
ま
で
。

　
　
「
大
事
な
花
瓶
が
粉
々
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
」
「
作
業
員
の
態

度
が
悪
く
て
、
引
っ
越
１
　
草
々

か
ら
い
や
な
思
い
を
し
た
」
「
約

東
ど
お
り
の
作
業
を
し
て
ｙ
ｙ
れ

な
か
っ
た
」
「
思
っ
て
い
た
よ
り

高
い
料
金
か
取
ら
れ
た
」
な
ど

で
す
。

　
そ
こ
で
、
運
輸
省
は
消
費
者

保
護
を
目
的
に
、
業
者
側
の
貴

　
人
）
。

▽
問
い
４
Ｉ
ｊ
Ｃ
ｔ
i
-
高
齢
者
福
祉
係

　
（
内
線
３
３
３
）
へ
。

　
　
　
　
　
（
高
齢
者
福
祉
課
）

　
寝
た
き
り
老
人

　
介
護
者
教
室

　
▼
と
き
・
・
。
・
１
月
2
1
日
㈲
、
午
後

Ｌ
時
半
～
く
時
▼
と
こ
ろ
・
：
小
倉

公
民
館
▼
対
象
・
・
・
寝
た
き
ぴ
考
人

聚
穏
〈
る
家
族
な
ど
▼
内
容
・
・
・
冬

の
寒
さ
対
策
と
い
暇
こ
い
-
ｒ
＊
の

応
急
処
置
▼
講
師
・
・
・
高
齢
者
福
祉

課
職
員
（
看
護
婦
）
▼
受
講
料
・
・
・
無

料
▼
申
し
込
み
・
・
・
当
日
、
直
接
会

場
へ
▼
問
い
令
幻
せ
・
：
高
齢
者
福

祉
係
（
内
線
３
３
３
）
へ
。

　
　
　
　
　
（
高
齢
者
福
祉
課
）

▲好評だった第１回リフレッシュ事業

エ
ッ
ク
す
る
引
っ
越
し
料
金
の

見
積
も
り
は
無
料
。
ま
た
、
見

積
額
牽
上
回
る
料
金
は
、
原
則

と
し
て
請
求
で
孝
ま
せ
ん
。

　
業
者
に
よ
っ
て
は
、
見
積
料

か
取
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
理

お
知
ら
せ

　
社
会
保
険
相
談

　
年
金
や
健
康
保
険
の
仕
組
み
な

ど
に
つ
い
て
、
相
談
夕
膏
け
付
け

ま
ｙ
。
当
日
は
、
社
会
保
険
相
談

専
門
員
が
相
談
に
応
じ
栄
す
。

　
一
月
の
相
談
日
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
・
・
り
一
日
面
―

小
倉
公
民
館
、
2
6
日
面
Ｌ
広
野
公

民
館
、
い
ず
れ
も
午
後
Ｌ
時
１
４

時
。
　
　
　
　
（
福
祉
年
金
課
）

　
産
明
け
保
育
と
昼
間
里
親

　
申
し
込
み
受
け
付
け
中

　
廊
休
明
け
保
育
と
、
市
が
認
定

し
た
里
親
が
家
庭
的
な
雰
囲
気
で

保
育
奮
耳
豆
間
里
親
制
度
の
、

平
成
二
年
度
申
し
込
み
舎
冥
け
付

け
中
で
す
。

　
▼
対
象
…
２
月
２
日
ま
で
に
出

生
届
け
が
出
さ
れ
た
６
ヵ
月
未
満

児
▼
申
し
込
み
・
・
・
２
月
２
日
面
の

午
後
５
時
ま
で
に
、
保
育
課
（
内

線
３
２
９
）
へ
。
　
　
（
保
育
課
）

　
公
園
計
画
案
の
縦
覧

　
▼
縦
覧
期
間
・
：
１
月
1
6
日
脚
ま

で
、
午
前
０
０
時
半
～
午
後
５
時
▼

で
は
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
は
い
り

ま
せ
ん
。
前
日
で
、
見
積
額
の

一
〇
％
、
当
日
は
二
〇
％
と
な

っ
て
い
ネ
ｙ
。
そ
れ
以
上
の
料

金
を
請
求
征
れ
て
も
、
支
払
う

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

引
っ
越
し
の
業
者
選
び
は

　
　
　
　
必
ず
見
積
書
を
！

任
か
明
確
化
す
る
た
め
。
引
っ

越
し
約
芦
奮
詣
て
い
‘
手

　
そ
の
主
な
内
容
は
、
次
の
士

ケ
な
点
で
す
。

・
見
積
も
り
は
無
料

　
業
者
が
事
前
に
来
宅
し
て
手

西
笠
取
黒
出

　
中
村
亜
利
紗
ち
ゃ
ん

　
　
　
S
6
3
・
1
2
・
９
①

と
こ
ろ
・
・
・
都
市
計
画
課
▼
計
画
案

・
・
・
雲
帑
植
物
公
園
（
約
1
0
h
）
。

　
　
　
　
　
　
　
（
都
市
計
画
課
）

　
　
お
急
ぎ
く
だ
さ
い

　
　
償
却
資
産
の
申
告

　
毎
年
一
月
一
日
現
在
、
市
内
で

償
却
資
産
を
所
有
し
、
事
業
（
工

場
、
事
務
所
、
商
店
、
医
院
、
飲

食
店
な
ど
）
の
用
に
供
し
て
い
る

人
は
、
所
定
の
申
告
を
し
て
い
た

J
V
こ
と
に
な
っ
て
い
未
了
。

　
償
却
資
産
と
は
、
土
地
・
家
屋

以
外
の
固
定
資
産
の
う
ち
、
事
業

に
使
用
し
て
い
る
も
の
で
、
そ
の

減
価
償
却
額
が
法
人
税
ま
た
は
所

得
税
法
の
規
定
に
よ
る
所
得
の
計

算
上
、
損
金
や
必
要
経
費
に
算
入

鳶
笛
べ
き
性
格
の
も
の
を
い
い

箱
を
開
け
て
み
た
ら
、
食
器
が

割
れ
て
い
た
り
、
家
具
に
傷
が

つ
い
て
い
た
な
:
＼
M
い
.
ｒ
≪
合

が
あ
り
ま
ず
。

　
　
。
引
っ
越
１
　
約
芦
で
は
、

引
っ
越
し
後
三
ヵ
月
間
は
請
求

で
き
る
と
し
て
い
ま
ず
。
泣
き

寝
入
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
　
　
　
（
自
治
振
興
課
）

　ありさちゃんは、何でもよく食

べ、病気しらずの元気な女の子。

　この欄に掲載するお子さん（元

年１月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

ま
ず
。
例
え
ば
、
次
の
よ
シ
な
も

の
が
償
却
資
産
と
な
り
ま
ｙ
。

　
Ｏ
構
築
物
・
・
・
事
業
所
内
の
舗
装

部
分
、
門
、
ネ
オ
ン
、
迢
居
な
ど

○
機
械
、
装
置
Ｏ
工
具
や
器
具
・

備
品
・
：
複
写
機
、
パ
ソ
コ
ン
、
ワ

ー
プ
ロ
、
５
接
セ
″
ト
、
陳
列
棚

な
ど
。

　
里
暑
は
、
一
月
三
十
一
日
團

ま
で
に
資
産
税
課
へ
提
出
し
で
Ｉ

だ
さ
い
。
里
に
稀
つ
い
て
価
格

か
荻
定
し
、
固
定
資
張
琴
課
税

し
示
７
．
記
入
方
法
な
ど
詳
し
ぐ

は
、
資
県
税
課
（
内
線
２
６
３
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
資
産
税
課
）

　
　
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

い
ず
れ
も
Ｌ
月
1
8
日
困
ま
で
に
社

会
福
祉
協
議
会
（
豊
⑩
5
6
5
0
）

へ
。

　
〈
生
け
花
教
室
〉

　
▼
と
き
・
・
ｉ
月
2
1
日
㈲
、
午
後

１
時
半
ト
ー
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
総

合
福
祉
会
館
▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住

の
視
覚
障
害
者
▼
内
容
・
・
・
盛
ひ
花

▼
指
導
・
・
・
三
好
千
代
美
’
兄
（
都

未
生
流
）
▼
材
料
費
・
⊥
八
百
円
程

度
▼
持
ち
物
・
・
・
剣
山
、
は
亭
ヴ
。

　
〈
料
理
教
室
〉

　
▼
と
き
・
：
２
月
４
日
㈲
、
午
前

　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　
指
導
者
養
成
講
習
会

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
グ
ー
ム

や
ダ
ン
ス
、
ソ
ン
グ
な
ど
の
実

技
や
指
導
饗
寥
學
び
季
ｙ
。

　
▼
と
き
…
２
月
２
日
向
３

日
出
、
４
日
面
、
６
日
脚
、
７

日
叫
９
日
吻
、
1
3
E
㈹
、
1
4

日
出
、
1
6
B
1
'
2
0
日
§
'
2
1

日
出
、
習
苗
、
2
7
日
叫
。
い
ず

れ
も
午
後
７
漿
Ｔ
９
時
半
。

た
だ
し
、
２
月
３
日
出
・
４
日

９
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
磐
福

祉
会
館
▼
対
象
・
：
市
内
在
住
の
肢

体
障
害
者
▼
内
容
・
：
鯖
（
ざ
ぽ
）
寿

司
。
船
場
汁
▼
指
導
・
、
・
・
京
都
文
教

短
大
教
授
・
飯
塚
久
子
岑
ん
▼
材

料
費
・
・
・
七
日
円
程
度
▼
持
ち
物
・
・
・

ふ
章
ん
、
三
角
政
ん
、
エ
プ
ロ
ン
。

　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
自
衛
官
の
募
集

　
▼
種
目
・
驀
科
け
・
対
象
・
：

Ｏ
男
子
―
等
陸
士
・
海
士
・
準
士

＝
３
月
3
1
日
出
ま
で
、
1
8
歳
以
上

2
5
歳
未
満
Ｏ
男
ｆ
・
女
子
医
科
・

歯
科
幹
部
＝
年
間
忿
堰
じ
て
、
医

師
・
歯
科
医
師
の
免
許
取
得
者
。

　
入
隊
日
は
、
驀
料
け
期
間
に

よ
ひ
異
な
り
ま
ず
。

卯
は
宿
泊
研
修
で
午
後
１
時
～

翌
日
午
後
５
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中

央
公
民
館
（
宿
旧
研
修
＝
く
つ

わ
池
青
少
年
山
の
家
）
▼
定
員

…
4
　
0
人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費
…

六
千
円
▼
申
し
込
み
・
：
所
定
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

参
加
費
か
添
え
て
１
月
2
7
日
出

ま
で
に
市
民
体
育
課
へ
▼
問
い

〈
Ｂ
せ
…
市
民
体
育
課
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

　
初
心
者
講
習
会

　
▼
と
き
・
・
・
１
月
1
4
日
㈲
、
午

前
1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
太

陽
が
丘
多
目
的
ジ
ム
▼
内
容
・
・
・

基
本
ス
テ
″
プ
ほ
か
▼
参
加
費

・
・
・
千
円
▼
持
参
品
・
：
体
育
館
シ

ュ
ー
ズ
か
ゴ
ム
底
の
靴
▼
申
し

込
み
・
・
当
日
、
直
接
会
場
へ
▼

問
い
角
石
せ
・
・
・
岡
村
光
芳
さ
ん

（
豊
⑩
4
3
4
3
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
市
民
カ
ル
タ
大
会

　
▼
と
き
・
・
ｉ
月
2
8
日
㈲
、
午

　
ま
た
、
男
子
自
衛
隊
生
徒
募
集

に
関
す
る
本
年
三
月
高
等
学
校
卒

業
予
定
者
の
蓉
糾
０
　
に
つ
い
て

は
、
文
部
・
労
働
両
省
か
ら
示
さ

れ
た
期
日
以
降
実
施
し
乖
ち

　
詳
し
ぐ
は
、
宇
洽
募
集
事
務
所

（
豊
＠
7
1
3
9
）
ま
た
は
市
役
所

企
画
管
理
部
総
務
課
（
内
線
↓
３

２
）
へ
。
（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

　
歯
の
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
１
月
1
8
E
内
午
後

１
時
半
ｔ
３
時
半
▼
と
こ
ろ
：
字

治
保
健
所
▼
対
隼
：
ｔ
歳
未
満
児

の
保
護
者
、
妊
婦
▼
内
容
・
・
虫
歯

予
防
や
歯
の
磨
き
方
、
離
乳
・
育

児
相
談
な
ど
▼
定
員
：
5
0
人
▼
申

し
込
み
・
・
卓
治
保
健
所
（
豊
＠
2

1
9
1
）
へ
器
１

　
　
　
　
　
　
（
保
健
予
防
課
）

　
飼
え
な
く
な
っ
た

　
犬
・
猫
の
引
き
取
り

　
▼
と
き
・
・
・
毎
週
月
曜
日
、
午
前

９
時
～
1
0
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治

保
健
所
。
　
　
（
環
境
保
全
課
）

前
９
時
半
か
ら
驀
扮
け
▼
と

こ
ろ
・
・
・
中
央
公
民
館
▼
対
象
・
・
・

市
民
▼
資
格
・
・
・
Ａ
Ｔ
入
賞
経

験
者
、
Ｂ
級
９
初
心
者
、
Ｃ
級
＝

小
学
校
低
学
年
▼
参
加
費
・
：
高

校
生
以
上
＝
五
百
円
、
小
・
中
学

生
と
一
百
円
▼
申
し
込
み
・
・
・
当

日
、
直
接
会
場
へ
▼
問
い
合
わ

せ
…
青
柳
五
ヌ
ん
（
豊
⑩
0

5
9
5
）
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

　
市
民
ス
キ
ー
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
２
月
４
日
㈲
▼
と

こ
ろ
…
マ
キ
ノ
ス
キ
ト
場
▼
対

象
・
・
・
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
と

そ
の
家
族
▼
参
加
費
：
大
人
＝

三
千
五
百
円
、
小
学
生
以
下

＝
三
千
円
▼
貸
し
ス
キ
ー
・
・
・

大
人
＝
千
八
百
円
、
中
学
生
＝

千
五
百
円
、
小
学
牛
ほ
下
１
千

四
百
円
▼
申
し
込
み
・
・
・
参
加
費

を
添
凡
て
市
民
体
育
課
へ
▼
問

ｋ
Ｂ
せ
…
市
民
体
育
課
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
エ
ア
ロ
ダ
ン
ス
講
習
会

　
健
康
と
若
さ
を
保
つ
た
め
に
、

さ
わ
や
か
な
汗
奎
心
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
▼
と
き
・
・
・
２
月
６
日
ｇ
-
＜
ｏ

月
６
日
脚
ま
で
毎
火
曜
、
全
５

回
、
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
正

午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
黄
槃
体
育
館
▼

対
象
…
1
8
歳
以
上
の
人
▼
定
員

・
・
・
4
0
人
（
先
着
順
）
▼
講
師
・
：
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
リ
ト
ミ
″
ク
木

幡
代
表
・
堀
井
洋
子
Ｊ
｛
λ
▼
受

講
料
・
・
・
五
百
円
▼
申
し
込
み
・
・
・

１
月
1
4
日
㈲
午
前
１
時
か
ら
、

直
接
黄
堕
体
育
館
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
公
園
公
社
）

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

　
実
技
講
習
会

　
▼
と
き
・
：
１
月
2
7
貝
『
午

後
Ｌ
時
と
ｔ
時
の
２
回
▼
と
こ

ろ
・
・
・
黄
柴
体
育
館
▼
対
象
・
・
・
1
5

歳
以
上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）

▼
定
員
・
・
・
各
3
0
人
（
先
着
順
）
▼

受
講
料
・
：
千
円
（
要
印
鑑
）
▼
申

し
込
み
・
・
・
１
月
1
4
日
間
午
前
９

時
か
ら
、
直
接
黄
聚
体
育
館
へ

顔
写
真
（
３
ｍ
ｘ
２
　
５
ｍ
）
持
参
で

　
　
　
　
　
　
　
（
公
園
公
社
）

不
用
品
情
報
セ
ン
タ

ー

２
月
2
8
日
ま
で
開
設

　
あ
な
た
の
家
庭
で
眠
っ
て
い

る
品
物
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
市
で
は
、
家
庭
で
放
置
洽
れ

て
い
る
品
物
を
別
の
家
庭
で
有

効
に
使
っ
て
い
た
だ
ぐ
た
め
、

不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー
を
開
設

中
で
す
。

　
譲
っ
て
ほ
し
い
品
物
、
譲
り

た
い
品
物
を
不
唇
稽
報
セ
ン

タ
よ
市
役
所
自
治
振
興
課
内
・

内
線
３
Ｒ
５
）
へ
連
絡
し
て
ぐ

だ
さ
い
。

　
現
在
、
登
録
芦
れ
て
い
る
品

物
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
〈
譲
っ
て
ほ
し
い
〉

　
整
理
ダ
ン
ス
、
本
棚
、
ダ
イ

ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
、
５
接
三
点

セ
″
ト
、
洋
服
ダ
ン
ス
、
カ
ラ

ー
テ
レ
ビ
。
ワ
ー
プ
ロ
、
ホ
ー

ム
こ
た
つ
、
太
鼓
、
オ
ル
ガ
ン
、

バ
イ
オ
リ
ン
、
ギ
タ
ー
、
電
子

オ
ル
ガ
ン
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
石

油
ス
ト
ー
ブ
、
ガ
ス
湯
沸
か
し

器
、
大
人
用
自
転
車
、
子
供
用

自
転
車
、
ベ
ピ
ー
カ
ー
、
ベ
ビ

ー
ベ
ッ
ド
、
歩
行
器
、
ベ
ビ
ー

ラ
″
ク
、
滑
口
心
Ｒ
三
輪
車
、

平
均
台
、
マ
ッ
ト
、
ハ
イ
チ
ェ

ア
ー
、
卓
球
台
、
ミ
シ
ン
、
水

中
ポ
ン
プ
、
ス
ト
ー
ブ
ガ
ー
ド
、

電
気
掃
除
機
。

　
〈
譲
り
ま
す
〉

　
電
鼓
Ｒ
パ
ソ
コ
ン
、
ワ
ー

プ
ロ
。
も
ち
つ
き
機
、
ピ
ア
ノ
、

子
供
用
自
転
車
、
エ
ア
コ
ン
、

之
蜃
示
屋
、
座
い
ず
、
洋
か

つ
ら
、
布
団
。

　
　
　
　
　
　
（
自
治
振
興
課
）

1071

問
い
合
わ
せ
社
会
教
育
課
（
内
線
４
７
６
）

由
を
つ
け
て
見
積
額
以
上
の
料

金
政
栄
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

車
ふ
、
そ
ラ
し
た
要
求
に
応

じ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
キ
ャ
ン
セ
ル
料
に
は
限
度
額

　
引
っ
越
し
当
日
の
二
日
前
ま

・
損
書
請
求
は

　
　
３
ヵ
月
間

　
引
っ
越
し
が

終
わ
り
、
梱
包

（
こ
ん
ぽ
う
）
し

た
ダ
ン
ボ
ー
ル

育
成
学
級
の
入
級
申
請

１
月
1
8
日
～
2
0
日
ま
で
受
け
付
け

体育課
黄檗体育館

内線478

電話334

001

市民体育のお知らせ



国保

のペ

ージ
　
本
市
は
今
年
度
も
、
全
国
平
均
よ
り
も
著
し
く
医
療
費
が
高
い
（
国
が
定
め
た
基
準
の
万
一
七
一

倍
）
と
い
う
理
由
で
、
厚
生
‘
大
臣
か
ら
「
高
医
療
費
市
町
村
」
の
指
定
を
受
け
、
医
療
費
の
適
正
化
・

保
険
料
収
納
率
向
上
対
策
を
中
心
に
「
国
保
事
業
運
営
安
定
化
計
画
」
を
作
成
。
そ
れ
に
基
づ
く
様
々

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
最
近
の
本
市
国
保
医
療
費
の
傾
向
を

ご
紹
介
し
、
国
保
運
営
安
定
化
に
向
け
て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。

三
要
素
で
見
る
本
市
国
保
診
療
費

　
診
療
費
（
入
院
十
入
院
外
十
歯

科
の
各
費
用
額
の
合
計
）
か
分
析

す
る
場
合
、
受
診
率
（
加
入
者
一

人
が
何
回
医
療
機
関
で
受
診
し
た

か
の
割
合
）
・
一
件
当
た
り
日
数
・

　
一
日
当
た
り
費
用
額
を
、
診
療
費

を
構
成
す
る
三
要
素
と
呼
び
ま
す
。

　
表
Ｉ
は
、
三
要
素
か
ら
見
た
加

入
区
分
別
（
一
般
・
老
人
・
退
職

者
）
の
診
療
費
で
す
。
こ
こ
で
は
、

一
人
当
た
ひ
費
用
額
＝
受
診
率
×

一
件
当
た
り
日
数
×
一
日
当
た
り

費
用
額
の
関
係
が
成
立
し
ま
す
。

こ
の
関
係
か
念
頭
に
お
く
と
、
受

診
率
は
全
国
平
均
よ
り
も
お
お
む

表１　三要素で見る本市国保診療費　※昭和62年度決算ベース､（　）内は全国対比

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位:円､％、日）

区分

一　　｀　般 老　　　　人 退　皿　者 合　　　叶
１人

当たり費m翻
受診率

1 ft
日数

１日

当t:'I
費用額

4ヽJ

費用頷
受診率

1 ft

日数

１日

当た')
費用S

１人

当たり賢fun 受診率
1 (t

日数

１日

iた')
費用頷

1計

費用碩
受診率

１件
当たり
日数

１日
Sたり
費用頷

入

院
{102.60)
48,486

( 89.79）
　16.368

(1町15)
　19.70

{11<.13>
15,0認

(150.07)
444,583

(n0.07)

103.1釦
(10O.56I
　23,49

(135.61)
18.M4

(117.53)
121,49S

( 91.25)
　路.856

( 90.19)
　18.56

(H2.認)
22,1

(125.43)
19,502

( 97.68)
　a.143

( 99.91）
　21.M

(1ー.49)

17,4輿

入穿
(108,99)
52.i69

（95.49）
4輿.7釦

(102.09)
　2.44

(111､57)
　4,870

(133.45)
３4.312

( 93.60）
1,103.243

(112.71)
　4.圀

(126 40)
　6,311

(105.51)
13,13

（94,76）
816.83

(10O.3S)
　2.87

(ll0.75)
　5,a5

(ll8.13)
知,31

（95.67）
567.021

(15.恥)
　2.93

(117､恥)
　S,442

計
(103.52)
112.732

( 96.17)
559.841

（98.67)
　2.97

(1四.07)
　6,779

(142.22)
745,剛

（％.33）

1,308.641
(111.69)
　5.54

(132.20)
10,刀3

(109.79)
2a,107

( ％.u)

992,3S
（96.81)
　3.M

(117.62)
　7,9?8

(119.63)
212,郭2

（％.9）

705.059 (1・S)
　3.65

(120.45)
　8,240

ね
低
く
、
一
件
当
た
り
日
数
も
ほ

ぼ
全
国
平
均
並
み
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
一
日
当
た
り
費
用
額
が
極
め

て
高
い
た
め
、
一
人
当
た
り
費
用

額
が
、
全
国
平
均
の
約
一
・
二
倍

に
達
し
て
し
ま
う
こ
と
が
ご
理
解

い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

入
院
外
分
よ
り
も
入
院
分
に
、
そ

の
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。

医
療
費
が
増
え
る
要
因

加
入
者
の
高
齢
化

な
ぜ
、
本
市
国
保
診
療
費
は
、

　
一
人
当
た
り
費
用
額
が
全
国

　
平
均
よ
り
も
高
い
の
で
し
よ

　
’
７
か
。

　
　
表
２
は
、
本
市
国
保
の
年

　
齢
階
層
別
の
加
入
者
数
と
Ｉ

　
人
当
た
り
診
療
費
を
表
し
て

　
い
ま
す
。
こ
れ
舎
兄
る
と
、

　
友
）
歳
以
上
の
一
人
当
た
り

　
診
療
費
が
、
入
院
分
・
そ
れ

　
を
含
む
全
体
分
と
も
突
出
し

　
て
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

　
た
、
五
○
～
五
四
歳
の
階
層

表２年齢階層別加入者数と1人当たり診療費(昭和63年度)

か
ら
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、

全
体
分
か
急
上
昇
し
、
五
五
～
五

九
歳
以
上
の
階
層
で
二
十
万
円
を

超
え
る
ぷ
つ
に
な
り
ま
す
。

　
入
院
分
も
、
伸
び
方
は
全
体
分

に
比
べ
れ
ば
緩
や
か
で
す
が
、
全

体
分
と
同
様
に
、
友
‥
）
歳
以
上
の

階
層
に
な
る
と
極
端
に
上
昇
し
て

い
半
子
。
こ
の
こ
と
は
、
入
院
・

入
院
外
分
と
も
に
、
年
齢
が
上
が

る
に
つ
れ
て
、
一
人
当
た
り
診
療

費
が
よ
り
多
く
か
か
る
こ
と
を
ぶ

し
て
い
毒
ｙ
。

　
本
市
国
保
へ
の
年
齢
階
層
別
の

加
入
状
況
で
は
、
加
入
者
総
数
（
三

七
、
〇
一
〇
人
＝
昭
和
六
十
三
年

度
末
現
在
）
に
占
め
る
七
｛
｝
歳
以

上
の
人
の
比
率
は
一
三
・
八
％

（
五
、
〇
九
四
人
）
、
六
五
歳
以
上

の
人
で
は
二
’
一
・
四
％
（
七
、
九

三
六
人
）
に
及
ん
で
い
ま
す
。

　
宇
治
市
全
体
の
年
齢
階
層
別
の

人
口
構
成
で
は
、
六
五
歳
以
上
の

老
人
人
口
が
占
め
る
割
合
は
、
全

国
平
均
（
一
一
・
六
％
）
よ
り
も

低
い
八
・
三
％
で
す
か
ら
、
い
か

に
本
市
国
保
加
入
者
の
「
高
齢
化
」

が
進
ん
で
い
る
か
、
従
っ
て
、
医

療
費
が
よ
り
多
く
か
か
る
年
齢
階

層
を
、
い
か
に
多
く
抱
え
て
い
る

か
と
い
う
こ
と
が
ご
理
解
い
た
だ

け
る
と
思
い
ま
す
。

　
病
院
病
床
数
の

　
　
　
　
　
　
　
増
加

　
表
３
は
、
市
内
病
院
の
病
床
数

と
市
国
保
診
療
費
に
占
め
る
入
院

分
の
推
移
を
表
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
十
年
間
で
病
床
数
は
約
二

倍
、
診
療
費
全
体
で
三
倍
強
、
う

ち
入
院
分
で
は
約
四
倍
も
増
え
て

い
李
ｙ
。
一
方
、
市
内
病
院
の
人

口
十
万
人
当
た
り
の
一
般
病
床
数

は
Ｉ
、
二
二
九
・
七
床
で
、
全
国

平
均
の
約
丁
二
五
倍
と
い
ラ
過

密
状
態
で
す
。

表３市内病院の病床数と市国保診療費の推移

床
匹
　
　
四
　
　
四

　
３
　
　
２
　
　
１

厳
し
い
今
後
の

国
保
運
営

　
国
保
制
度
は
、
加
入
者
の
皆
さ

ん
が
負
担
す
る
保
険
料
と
国
庫
金

に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る
相
互
扶
助
共

済
制
度
で
す
。
従
っ
て
、
医
療
費

が
増
え
れ
ば
保
険
給
付
費
（
保
険

か
ら
医
療
機
関
に
支
払
之
積
）

も
当
然
増
え
、
皆
さ
ん
の
保
険
料

負
担
も
そ
れ
に
応
じ
て
増
額
せ
ざ

る
を
得
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。
表
４
は
、
最
近
の
一
人
当

た
り
保
険
料
の
推
移
を
示
し
て
い

ま
す
。

　
高
齢
化
社
会
の
到
来
が
い
わ
れ

て
久
し
く
な
り
ま
す
が
、
本
市
国

保
加
入
者
内
部
で
は
、
紛
れ
も
な

く
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
し

か
も
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
は
、
市
人
口

の
場
合
よ
り
急
ピ
″
チ
で
あ
り
、

す
で
に
加
入
者
五
人
に
一
人
が
六

五
歳
以
上
と
い
う
屈
高
齢
乍

の
状
態
で
す
。

　
そ
の
結
果
と
し
て
保
険
給
付
費

も
増
え
、
加
え
て
Ｅ
療
需
要
か
促

進
す
る
病
床
も
過
密
と
あ
れ
ば
、

今
後
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
し
い

国
保
運
営
を
強
い
β
れ
る
と
い
わ

ざ
る
を
得
な
い
の
で
す
。

安
定
化
へ
の

取
り
組
み
を
強
化

　
こ
ラ
し
た
中
で
、
本
市
は
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
「
国
保
事
業
運
営

安
定
化
計
画
‰
楽
司
高
齢
化
社

必
一
到
来
の
中
で
、
皆
さ
ん
の
生
命

と
健
康
を
守
る
地
域
保
険
と
し
て
、

ま
す
ま
す
重
要
性
を
増
し
て
い
る

本
市
国
保
の
役
割
・
貴
務
牽
目
覚

し
、
安
定
化
へ
向
け
て
の
取
り
組

み
を
強
め
て
い
ま
す
。

　
主
な
項
目
と
し
て
は
、

6362６6059585553年度

　
山
レ
セ
プ
ト
（
医
療
機
関
か

ら
の
診
療
報
酬
明
細
書
）
内
容
点

検
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
恋
「
国
保
だ
よ
り
」
発
行
な
ど

に
よ
る
市
民
・
加
入
者
と
の
連
携

強
化
を
進
め
ま
す
。

　
ぼ
在
宅
ケ
ア
＝
人
間
ト
ヨ
タ

受
診
世
帯
訪
問
指
導
を
進
め
ま
す
。

　
㈲
体
力
づ
く
り
・
健
辰
つ
く

り
な
ど
関
連
施
策
か
禿
実
し
ま
す
。

　
㈲
医
療
機
関
と
の
話
火
口

を
進
め
ま
す
。

　
圓
保
険
料
収
納
率
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

　
印
累
積
赤
字
の
解
消
か
計
画

的
に
進
め
毒
ｙ
。

　
こ
の
ほ
か
、
市
議
公
一
を
は
に
洒
、

国
保
運
営
協
議
会
、
国
・
府
な
ど

関
係
諸
機
関
と
緊
密
に
連
携
し
、

運
営
安
定
化
に
向
け
て
、
課
題
を

一
つ
ひ
と
つ
解
決
１
　
　
柔
ｙ
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
国
民
健
康
保
険
課
）

1072

国保の安定運営にご協力ください

高
血
圧

風邪

冬の健康対策

元気に冬を過ごしましょう

健
康
を
守
る
国
保

さ
さ
え
る
保
険
料

保
険
料
は
便
科
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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